
南箕輪村図書館だより 202５年12月号

12月の
カレンダー

　　『みえないおしごと』
　　作：とくなが　けい　
　　中央公論新社（絵本・ミ）

　　　　

【開館時間】

◎火曜日～金曜日　午前10時～午後6時
◎土曜日・日曜日・祝日
　午前 ９時３０分～午後５時
                   　みなさん よくよむ

【電話】0265-73-4946

　
 

おはなしむら　

●日時　 12月20日(土)
　　　　10：30～11：10
●場所　村民センター２階大会議室

●内容   絵本の読み聞かせなど 　　
　　　  　出演　養田明美さん　　　　　　

　　　　工作　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●対象　幼児～小学校低学年児童と保護者
　　　　＊申し込み不要です

新着本
児童書

・もしかするといるかもね　　　　　　　いとう　ひろし

・イチローといっきゅう　　　　　　　　文芸社　　

・こねこのプーフー ４～８　　アン・ハレンスレーベン/他

・給食当番のいちにち　　　　　　　　　大塚　菜生　

・ボクのいろ　　　　　　　　　　　　　板垣　李光人　

『100人のサンタクロースの

　　　12かげつ』　
　　　作：谷口　智則

 　　文溪堂（絵本・ヒ)

　

　　

・スパイ暗号クラブ １～３　　　　　　ペニー・ワーナー（９３・ワ）

・レッツゴー！マイゼンシスターズ １～６　石崎　洋司　（９１・イ）

・ほねほねザウルスぼうけん大百科  ぐるーぷ・アンモナイツ(９１・ク）　

・捨てられないずかん　　　　　　　　　米田　まりな　（５９・コ）

・ハマリスイッチで勉強が好きになる　　篠原　菊紀　　（４９・シ）　

ちいさなおはなしむら
　
●日時 12月5日(金)、12月26日(金)
　　　0・1歳児 10：00～10：30
　　　2・3歳児 11：00～11：30
●場所　村民センター2階和室
●内容　わらべうた＆絵本の読聞かせ
●対象　0歳～3歳までのお子さんと保護者
　　　　＊申し込み不要です

　　『アンパンマンとメリークリスマス』                                

　　　　　 原作：やない　たかし   
　　　　　フレーベル館（絵本・ア）

イベント
情報

☆雑誌の付録プレゼント
１２月２１日（日）に来館された方へプレゼント
します。お一人様１点まで。なくなり次第終了し
ます。会場は図書館内世代間交流室で行います。
　

☆年末年始の２倍貸し出し
１２月２７日（土）・２８日（日）は貸し出しが
いつもの２倍になります。おひとりにつき、本が
１０冊、DVDが２本まで貸し出しします。

☆年末年始の休館のお知らせ
１２月２９日（月）～１月５日（月）まで休館に
なります。返却ポストへの返却はできます。どう
ぞよろしくお願いします。＊５日は点検休館日で
す。1月６日（火）１０時より開館します。

　

むらとしょサロン２０２５

ふーとっくの部屋
　

　ゲスト　國友　公司さん（ルポライター）

●日時　１２月１３日（土）10：00～11：30

●会場　図書館世代間交流室（定員３０名）
●申込　・インターネット
　　　　　＊右の二次元コードから
　　　　・図書館窓口or電話
　　　　　☎73-4946

◎企画・司会進行は地域おこし協力隊の
　ふーとっくさんが担当します
　　
　
　

ふーとっくさんの友人であり、アンダーグラウ
ンドな題材を執筆するルポライターとして活躍
する“國友公司さん”をゲストにお迎えし、幼
少期から現在に至るまでのヒストリー、愛読本、
仕事内容などについてお聞きします。
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1１月のベストリーダー
（10月21日～11月20日）

１　カフネ　　　　　　　　　　　阿部　暁子　　        7回
２　マスカレードライフ　　　　　東野　圭吾　　　    5回
２　ブラック・ショーマンと名もなき 東野　圭吾　　  5回
２　架空犯　　　　　　　　　　　東野　圭吾　　　　5回
５　チョコレート・ピース　　　　青山　美智子　　    4回

５　蛍たちの祈り　　　　　　　　町田　そのこ　 　  4回 
７　盤上の向日葵　　　　　　　　柚月　裕子　　　　3回
７　パズルと天気　　　　　　　　伊坂　幸太郎　　　3回

７　一橋桐子〈７９〉の相談日記　原田　ひ香　　　　3回
７　本でした　　　　　　　　　　又吉　直樹/他　　  3回
７　新・教場 ２　　　　　　　　  長岡　弘樹　　　　3回
７　まろ丸伊勢参り　　　　　　　畠中　恵　　　　   3回
７　神様ショッピング　　　　　　角田　光代　　　　3回
７　エピクロスの処方箋　　　　　夏川　草介　　　   3回

７　波乱万丈な頼子　　　　　　　真梨　幸子　   　　3回　
７　命の横どり　　　　　　　　　日下部　羊　   　   3回
７　信商デパートは終わらない      塚田   浩司　　　   3回

　　

新着本
一般書

 　　　『現代用語の基礎知識 2026』
              自由国民社(031･ケ）

　　　　『大ピンチを楽しむ』
           　   鈴木 のりたけ
  　     ブルーシープ（726･ス）

児童書

　　『BOOK OF THE YEAR 2025』

　２０２５年も沢山の本が出版されました。あなたの今年一番良かった本はなんですか？今
月は、雑誌「ダ・ヴィンチ」２０２６年１月号に掲載された本を特集します。

　　　　　　　　　　　　 

一般書

　〈絵　本〉
１　ノラネコぐんだんそらをとぶ　　　工藤　ノリコ   9回
１　ノラネコぐんだんパンこうじょう　工藤　ノリコ　9回
１　ノラネコぐんだんぺこぺこキャンプ工藤　ノリコ   9回

４　 いちにちおこめ　　　　　　　ふくべ　あきひろ  8回　　 
５　アニマルバスとパンやさん　　　あさの　ますみ　7回
５　大ピンチずかん 2　　　　　　　鈴木　のりたけ　7回　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

　〈児童書〉
１　鬼滅の刃 ８　　　　　　　　　  吾峠　呼世晴   　7回
１　おしりたんてい あらたなるかいとう　 トロル 　  ７回
３　歴史ゴーストバスターズ ５　　　あさば　みゆき ６回 
３　絶叫学級 ３7　　　　　　　    　 いしかわ えみ　6回　　
３　絶叫学級 ４0　　　　　　　    　 いしかわ えみ   6回
３　ふゆのおばけずかん　　　　　　  斎藤　洋　 　   6回
７　五年霊組こわいもの係 13            床丸　迷人　　 5回
７   あいことばは名探偵　　　　　　  杉山　亮　　    5回
７　５４字の物語Q　　　　　　　　　氏田　雄介       5回
　
 

　　　　　　　　　

　　
         　　『八雲の妻～小泉セツの生涯～』
                  　   長谷川　洋二
　　　　　　潮出版社(文庫９３０・ハ)
     

・だいたいしあわせ　　　　　　　　阿川　佐和子（９１４・ア）
・中年に飽きた夜は　　　　　益田　ミリ（コミック７２６・マ）
・世界のニュースを日本人は何も知らない　谷本　真由美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０４．タ）

・お悩み相談そんなこともアラーナ　ヨシタケ　シンスケ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１５９・ヨ）
・すべてを蒸したい せいろレシピ、おかわり！　りよ子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９６．リ）
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

・さよならジャバウォック　　　　　　伊坂　幸太郎
・変な地図　　　　　　　　　　　　　雨穴
・ふたりの祖国　　　　　　　　　　　安部　龍太郎
・家族　　　　　　　　　　　　　　　葉真中　顕

・暁星　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者の方の

おすすめ児童書

「ビジュイイ
じゃん」
「ほいたね」
など今年の流
行語も沢山載
っています！

 小学生の子どもとギクシャクする日が続いた。習い事やテレビゲームに関して、子は子なりの考えがあるとわかっていながら、こち
らの思惑と違うことを私が受け入れられずにいた。それではいけないことは頭ではわかっているが、口を開けば説教っぽくなり、いつ
しか言いふせようとしていた。
 このままではいけないと、すがるように手に取ったのは「モモ」。これは、６月に参加した村図書館のイベントで、NHKディレク
ター松田大樹さんが小さい頃にお母さんから読み聞かせをしてもらっていたとご紹介くださった一冊。松田さんのような読書体験を
子ども達も重ねてもらえたらという願いを込め、寝る前に少しずつ読み聞かせをすることにした。なかなかのボリューム。一回に二章
ほど、ただじっと読み進める。反応も見ながら。一回当たり数分間の世界ではない。その間私は子どもと向き合う。この本を通して。
 一緒に笑い、一緒に不思議がり、読み終わった後に感想を言い合う。私が眠すぎて、章の途中で読むのを終わらせてもらったことも
何度もある。たまに、どういう話だったかをさかのぼる。話す、笑う、また読む。その時間はもはや私のための時間であった。私が罪
滅ぼしをするかのような時間であった。ずっしりとしたこの本を読み終えた私の中に、かつてのもやもやはなかった。
  本の向こうにあった、私のわだかまりを、子どもはどう思っていたのか。いつしか聞ける時がくるのであろうか。この本が持つ、
モモという主人公が持つ魅力に大いに助けてもらいながら、私は必死で、子どもとの対話を試みていた。
                                   （ペンネーム 古羽 谷史（ふるはね やし）さん　　　　　　　　　　　　　　　　　

読み聞かせという原点回帰

　※こちらのコーナーで、　

　おすすめ本や絵本にま
つわるエピソードを紹介
してくださる方を募集し
ています。
　職員にお気軽にお声が　
　けください。

『モモ』
　ミヒャエル・エンデ：作
　大島かおり：訳
　岩波書店　　　　　　


